
　　　　

8 年 4 月 1 日

10 時 0 分から 16 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

園内各種行事　保護者参加行事、地域との関り（行事招待・お祭り、イベント参加等）

（別添資料１）

家族支援

ご家族の相談や悩みに対しての助言
クラス担任との家庭状況等の共有 移行支援

各関係機関との連携・情報共有
カンファレンス

地域支援・地域連携

各関係機関との連携・情報共有

職員の質の向上

虐待防止、感染症予防等の法定研修
園内研修
クラスとの連携、会議等

支　援　内　容

基本的生活習慣の獲得、衣服の着脱、片づけ、見通しを持った行動

様々な運動を通して動作の向上や姿勢保持などを目指す
指先を使った活動（ボタン、ハサミ、箸、スプーン）

本
人
支
援

物の名前、色や形の理解（プリント学習等）　指示理解　時間の感覚

言葉の理解や表現　ソーシャルスキルトレーニング

遊びや活動を通して自己理解や他者理解を深める

支援方針

① 自然と身体を使った“根っこ”の育ち
水遊び・外遊び・散歩・運動あそびなど、子どもが「落ち着いて楽しめる活動」を軸に支援します。
②生活習慣を‘丁寧にゆっくり‘整える
食事・排泄・着替え・睡眠など、生活のひとつひとつを「その子の理解しやすい形に構造化」し、無理なく積み重ねていきます。
③ ストレングス（強み）を中心にした個別支援
“苦手の矯正”ではなく、強みの活用 → 自信の積み上げ → 行動の安定
という流れを大切にしています。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念

私たちが大切にしてきたのは、「できる・できない」で子供を分けるのではなく、一人ひとりの育ちを、日々の生活の中で丁寧に支えていくという保育です。その延長線上にあるのが、
“療育を特別な場所にしない” という考え方です。
支援が必要な子供だけが切り取られ、別の場所へ行くのではなく、子供が子供として育つ当たり前の時間と空間の中に、専門性が溶け込んでいく。そこに家族が安心して関われ、地域の大
人が自然に見守る関係が生まれる。私たちは、そんな「分けない支援」「孤立させない育ち」を形にしていきたいと考えています。

事業所名 まごころ保育園児童発達支援事業所COCOCRO 作成日支援プログラム（児童発達支援）


